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め

じ

氏
名
は 、
人
聞
が
日
常
生
活
を
営
ん
で
行
く
上
に
お
い
て 、
基
本
的
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る 。
そ
し
て 、
そ
の
名
付
け
方
や
呼
び
方
な
ど
に
は
民
族
の
心 、

伝
統 、
文
化
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る 。
と
こ
ろ
で 、
在
日
韓
国
・

朝
鮮
人
の
多
く

は 、
日
本
社
会
で 、
日
本
式
の
苗
字(
通
名)
を
名
乗っ
て
生
活
す
る
こ
と
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
き
た 。

筆
者
は 、
そ
の
実
態
を
解
明
す
る
た
め 、
彼
ら
を
対
象
と
し
た
調
査
を
行
い 、

そ
の
実
態
を
報
告
し
て
い
る 。
今
ま
で
の
調
査
結
果
を
概
観
す
る
と 、
次
の
よ

う
に
な
る
(
詳
し
く
は 、

拙
著
『
在
日・
在
米
韓
国
人
お
よ
び
韓
国
人
の
言
語
生
活
の

実
態』

く
ろ
し
お
出
版 、
一
九
九
三
を
参
照
さ
れ
た
い)

。

(
a)
在
日
韓
国
人
の
大
多
数
は 、
通
名
と
い
う
日
本
名
で
日
常
生
活
を
営
ん

で
い
る
が 、
特
に 、
男
性
よ
り
も
女
性
に 、
祖
国
生
ま
れ
の一
世
よ
り
日
本
生

ま
れ
の
二 、
三
世
に 、
ま
た 、
低
学
歴
者 、
低
階
層
の
人
々
に 、
通
名
の
所
持

率
が
高
い 。
(
b)
こ
れ
か
ら
の
在
日
韓
国
人
の
名
前
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て

は 、
学
歴
の
高
い
人
ほ
ど
本
名
の
み
で
名
乗っ
て
ほ
し
い
と
い
う
意
識
が
強
い 。

(
C)
女
性
が
結
婚
に
よ
っ
て
身
分
事
項
に
変
更
が
生
じ
た
場
合、
夫
の
姓
を
名

乗
る
か
(
日
本
式て
あ
る
い
は
夫
婦
別
姓
と
し
て
従
前
通
り
の
姓
を
そ
の
ま
ま

名
乗
る
か(
韓
国
式)
と
い
う 、
結
婚
後
の
女
性
の
姓
の
あ
り
か
た
に
関
し
て
は 、

日
本
式
で
名
乗
る
べ
き
だ
と
い
う
考
え
方
が
最
も
多
い
が 、
そ
れ
に
は
世
代
に

よ
っ
て
か
な
り
の
断
層
も
見
ら
れ
る 。
(
d)
一
般
に 、
ど
の
場
面
で
も
通
名
が

よ
り
多
く
使
わ
れ
る
が 、
本
名
が
よ
く
使
わ
れ
る
場
面
は 、
「
同
じ
民
族
が
集
ま

る」
と
い
っ
た
場
面
で
あ
り 、
「
日
本
人
が
混
ざ
る」
場
面
で
は 、
本
名
の
使
用

率
は
激
減
す
る 。

さ
て 、
以
上
の
よ
う
な
調
査
結
果
を
土
台
に
し
て 、
さ
ら
に 、
多
量
の
調
査

を
実
施
し 、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で 、
こ
こ
に
報
告
し
た
い 。

調
査
は 、
一
九
九
二
年、
関
東
と
関
西
に
定
住
の
在
日
韓
国
人
四
四
九
人(
男二

五
五
人 、
女一
九
四
人)
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
あ
る 。
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通
名
の
所
持
と
そ
の
理
由 、

学
校
で
の
名
前

ま
ず 、
通
名
の
所
持
率
か
ら
み
る
と 、
在
日
韓
国
人
の
大
多
数
は
本
名
の
ほ

か
に
通
名
を
持っ
て
い
る(
八
三二二
%) 。
通
名
を
も
っ
て
い
る
と
答
え
た
人
だ

り
に
限
定
し
て 、
通
名
を
名
乗
る
理
由
に
つ
い
て
尋
ね
た
結
果
のベ
ス
ト・
ス

リ
ー

は 、
あ
え
て
本
名
を
名
乗
る
必
要
を
感
じ
な
い
た
め
ご
六・
O
%て
か
ら

か
わ
れ
た
り 、
い
じ
め
ら
れ
た
り
し
な
い
た
め
ご
二・
九
%) 、
仕
事
や
地
域
社

会
で
の
生
活
に
差
し
障
り
が
あ
る
た
め
ご
了
八
%)
の
順
で
あ
っ
た 。
ち
な

み
に 、
あ
え
て
本
名
を
名
乗
る
必
要
を
感
じ
な
い
と
す
る
者
は
自
営
業
者
に 、

か
ら
か
わ
れ
た
り 、
い
じ
め
ら
れ
た
り
し
な
い
た
め
と
す
る
者
は
二 、
三
世
の

学
生
に 、
仕
事
や
地
域
社
会
で
の
生
活
に
差
し
障
り
が
あ
る
た
め
と
す
る
者
は

女
性
の
方
に 、
そ
の
割
合
が
最
も
高
い 。

次
に 、
本
名
を
名
乗
る
と
ど
の
よ
う
な
商
で
有
利
・

不
利
か
を
自
由
記
入
式

で
尋
ね
て
み
た 。
そ
の
回
答
の
内
容
は 、
次
の
よ
う
で
あ
る 。

-
本
名
を
使
う
と
同
胞
同
士
の
集
ま
る
公
の
場
で
は
有
利
で
あ
る(
男 、
四
O

代 、
給
与
生
活
者 、
大
阪
市)

・
本
名
を
言
う
と
韓
国
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る 。
し
か
し 、
そ
の
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後
は
自
分
を
隠
さ
ず
に
付
き
合
え
る
の
で
楽
な
気
分
で
付
き
合
え
る 。
若
い
こ

ろ
本
名
を
名
乗っ
て
仕
事
や
会
社
で
い
ろ
い
ろ
と
差
別
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る 。

(
男 、
五
O
代 、
自
営
業
者 、
神
戸
市)

・
同
胞
の
問
で
は
何
も
隠
す
必
要
が
な
い
か
ら
本
名
で
違
和
感
な
く

通
じ

る 。
し
か
し、
ま
わ
り
の
日
本
人
社
会
の
中
で
は
通
名
を
名
乗
る 。
そ
れ
は
自

己
の
弱
さ
だ
と
思
う 。
(
女 、
四
O
代 、
主
婦 、
横
浜
市)

・
本
名
を
名
乗
る
と
い
う
の
は 、
自
分
が
韓
国
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
ま

わ
り
の
人
に
分
か
ら
せ
る
こ
と
に
な
り 、
在
日
韓
国
人
と
い
う
も
の
の
存
在
を

知
ら
せ 、
理
解
を
深
め
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
思
う 。
(
女 、
二
O
代 、
学
生 、
堺

市)-
本
名
を
名
乗
れ
ば
こ
の
社
会
で
は
煩
わ
し
く
な
る
ば
か
り 、
な
に
も
有
利

な
点
が
な
い 。
本
名
で
は
就
職
は
も
ち
ろ
ん 、
銀
行
関
係、
事
業
関
係、
友
人

関
係、
恋
愛
関
係、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
関
係
等 、
す
べ
て
に
お
い
て
不
利
で
有
利

は
な
に
も
な
い 。
日
本
国
は
合
衆
国
で
は
な
い
か
ら 、
日
本
に
同
化
し
な
け
れ

ば
生
き
に
く
い 。
(
女 、
三
O
代 、
そ
の
他 、
東
京
都)

さ
ら
に 、
次
の
世
代
で
あ
る
子
供
や
孫
の
日
本
の
学
校
で
の
名
前
に
つ
い
て

尋
ね
た
結
果
で
は 、
本
名
を
名
乗
る
四
四
・

五
% 、
通
名
を
名
乗
る
二
六
・

五

%
で 、
教
育
の
場
で
あ
る
学
校
で
は
か
な
り
の
人
々
が
本
名
を
名
乗
り 、
積
極

的
な
行
動
を
と
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
た 。
と
こ
ろ
で 、
注
目
し
た
い

の
は 、
社
会
へ
出
て
か
ら
は
本
名
の
使
用
率
が
低
下
し
て
し
ま
う(
同
胞
に
対
し

て
は
二
五・
六
%) 、
と
い
う
こ
と
で
あ
る 。
こ
の
変
化
に
か
か
わ
る
意
識
は
ど
の

よ
う
に
形
成
さ
れ
る
の
か 。
今
後 、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
追
究

し
て
み
た
い 。

信〉〈短

親
疎
・

上
下
関
係
に
よ
る
本
名
・

通
名
の
使
い
分
け

親
疎
・

上
下
関
係
に
よ
っ
て
本
名
・

通
名
を 、
ど
の
よ
う
に
使
い
分
け
て
い

る
の
か 、
通
名
を
持っ
て
い
る
と
答
え
た
人
だ
け
に 、
次
の
よ
う
な
形
で
尋
ね

て
み
た 。

Q
次
の
よ
う
な
話
し
相
手
に
は
本
名
・

通
名
を 、
ど
の
よ
う
に
使
い
分
け
て

い
ま
す
か 。
例
の
中
か
ら 、
そ
れ
ぞ
れ一
つ
だ
け
を
選
ん
で 、
そ
の
番
号
を(

の
中
に
お
書
き
く
だ
さ
い 。

①
年
上
の
親
し
い
同
胞(

③
年
下
の
親
し
い
同
胞(

④② 
年
上
の
親
し
く
な
い
同
胞(

年
下
の
親
し
く
な
い
同
胞(

《
例》
①
本
名
の
み

分
け
て
い
る

②
通
名
よ
り

本
名
の
方
が
多
い

④
本
名
よ
り

通
名
の
方
が
多
い

③
同
じ
位
に
使
い

⑤
通
名
の
み

そ
れ
ぞ
れ
の
話
し
相
手
に
よ
る
変
容
を
図
か
ら
見
る
と 、
親
し
い
同
胞
ほ
ど

本
名
が 、
親
し
く
な
い
同
胞
ほ
ど
通
名
が
よ
り
多
く

使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る 。
な
お 、
本
名
派
を
親
疎
の
差
と
上
下
の
差
に
分
類
す
る
と
表
の
よ
う
に

な
る 。
こ
れ
に
よ
る
と 、
誰
に
対
し
て
も
同
程
度
に
本
名
で
名
乗
る
の
で
は
な

く 、
年
上
の
人
や
親
し
い
人
に
は
よ
り
多
く

本
名
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る 。
ま
た 、
上
下
関
係
と
親
疎
開
係
で
は 、
親
疎
開
係
の
ほ
う
が
上
下
関

係
よ
り
も
効
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る 。
こ
の
こ
と
は
通
名
に
つ
い
て
も
同
様
に

言
え
る 。
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親 し く な い

年下年上

親 し い 親 し く な い
※ 「どちらとも言えなしり「無回答」は図から除外した。

年下

親 し い

年上

親疎 ・ 上下関係の分類(本名派の場合)
関係 計算 差

親上一疎上 33.4-23.0= 10.4 親疎の差-ーーー・ーー・._--ー・E・. ---------_ーー-------・ーーーーーー

親下一疎下 25.4-20.7= 4.7 (15.1) 

親上一親下 33.4-25.4= 8.0 上下の差ーーー・・・・・・-------_ ー ・..ー・・ーーーーー ーーーー・ーーー・..

疎上一疎下 23.0-20.7= 2.3 (10.3) 

表

四

お

わ
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以
上、
簡
略
な
が
ら 、
在
日
韓
国
人
の
本
名
と
通
名
の
使
い
分
け
に
つ
い
て

調
べ
た
結
果
を
報
告
し
た 。

多
く
の
在
日
韓
国
人
が
日
本
社
会
の
な
か
で 、
通
名
を
使っ
て
日
常
生
活
を

営
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は 、
い
ず
れ
に
し
て
も
日
本
社
会
の
し
く
み
や
韓

国
人
に
対
す
る
姿
勢 、
そ
し
て 、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ

側
のマ
イ
ノ
リ
テ
イ

側
に
対

す
る
理
解
・

許
容
度
な
ど
の
問
題 、
ひ
い
て
は 、
多
数
派
の
言
語
や
文
化へ
の

同
化
意
識
や
民
族
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ 、

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

側
の
負
の
意
識

な
ど
と
密
接
に
か
か
わ
り
あ
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ

hフ 。
【
付
記】

本
稿
は 、
「
財
団
法
人
ト
ヨ
タ
財
団」
(
叶
宮
司
o
us
g

pv
E
a回
忌
O
コ)
一

九
九
一

年
度
助
成
研
究
に
よ
る
研
究
成
果
の
一

部
で
あ
る 。
調
査
の
企
画
の
段
階
か
ら

真
田
信
治
先
生
よ
り
貴
重
な
助
言
を
頂
い
た 。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る 。

||中
央
大
学
校
助
教
授(
韓
国)

l|

(
平
成
六
年一

月
二
十
五
日

受
理)


